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第７回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

平成28年９月27日(火曜日) 

            午前９時59分開議 

            午後０時５分閉会 

                   

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ４ その他 

                   

出席委員(16人) 

委 員 長 森   浩 二 

        副委員長 増 永 慎一郎 

        委  員 前 川   收 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 荒 木 章 博 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 渕 上 陽 一 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 大 平 雄 一 

        委  員 中 村 亮 彦 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

                   

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 島 崎 征 夫 

交通政策・情報局長 福 島 誠 治 

      地域振興課長 小 牧 裕 明 

交通政策課長 藤 井 一 恵 

交通政策課政策監 内 田 清 之 

土木部 

部 長 手 島 健 司 

道路整備課長 上 野 晋 也 

道路保全課長 長 井 英 治 

都市計画課長 宮 部 静 夫 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 森   博 昭 

 警察本部 

交通部長 奥 田 隆 久 

交通規制課管理官 荒 木 健 司 

                   

                   

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 岩 永 千 夏 

     政務調査課主幹 池 田 清 隆 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開会 

○森浩二委員長 ただいまから、第７回高速

交通ネットワーク整備推進特別委員会を開催

いたします。 

 なお、本委員会に３名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 今回は、今年度最初の委員会でありますの

で、一言御挨拶を申し上げます。 

 おはようございます。改めまして、委員長

の森でございます。 

 本委員会には、高速交通体系に関する件、

熊本都市圏交通に関する件の２件の調査事件

が付託されております。 

 ことしは、熊本地震の影響で６月議会を省

きましたので、今回が初めての委員会になる

かと思いますけど、執行部のほうが最初です

ので、初めての方もいらっしゃいますので、

より詳しくうまく説明をしていただきたいな

と思っております。 

 今回の地震で、高速交通体系がこれは本当

に見直されるべきだなと痛感しましたので、
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この委員会がよりよい委員会になりますよう

にお願いします。 

 今年度の委員会活動は、これから約半年間

となりますが、委員の皆さん方を初め執行部

の皆さんの御協力をいただき、増永副委員長

とともに、本委員会の円滑な運営に努めてま

いりたいと考えておりますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 簡単ではございますが、御挨拶とさせてい

ただきます。（拍手） 

 それでは、副委員長からも一言御挨拶をお

願いします。 

 

○増永慎一郎副委員長 おはようございま

す。副委員長をさせていただきます増永でご

ざいます。 

 先ほど委員長がおっしゃいましたように、

震災で半年間の委員会ということでございま

すが、委員長を補佐しながら一生懸命頑張っ

ていきたいというふうに思っております。御

協力よろしくお願いします。（拍手） 

 

○森浩二委員長 次に、執行部を代表して、

島崎企画振興部長から挨拶及び概要説明をお

願いします。 

 

○島崎企画振興部長 企画振興部長の島崎で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 委員会開会に当たりまして、執行部を代表

して御挨拶及び本委員会の付託案件の概要に

ついて、御説明申し上げます。 

 今回が本年度初めての特別委員会でござい

ますが、森委員長、増永副委員長を初め委員

の皆様方におかれましては、高速交通ネット

ワーク整備に係る諸問題について御審議いた

だきます。執行部といたしましても一生懸命

取り組んでまいりますので、御指導のほどを

よろしくお願い申し上げます。 

 熊本地震の発生により、本県の重要な社会

基盤である高速交通ネットワークにつきまし

ても、甚大な被害を受けたところでございま

す。地震発生以降、国、関係機関の御協力も

得ながら復旧を進めておりますが、今後も本

格的な復旧・復興に向け最大限取り組んでま

いります。 

 それでは、本日御審議いただきます付託案

件について、概要を説明させていただきま

す。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、南九州西回り自動

車道の芦北インターチェンジから津奈木イン

ターチェンジ間7.7キロメートルが、本年２

月27日に供用開始いたしました。 

 次いで、政令市移行に伴い、県から熊本市

に引き継いだ熊本西環状線については、いよ

いよ花園工区の供用開始が本年度末に予定さ

れております。 

 このように幹線道路の整備も着実に進んで

おります。今年度も整備が促進されるよう、

引き続き要望活動などに積極的に取り組んで

まいります。 

 また、熊本地震による被災状況ですが、現

在でも益城熊本空港インターチェンジから嘉

島ジャンクション間が、50キロメートル規制

の対面通行となっておりますので、一日も早

く完全復旧できるよう、国やネクスコ西日本

に要望してまいります。 

 次に、航空路線の利用促進につきまして

は、平成27年度の国内線旅客数は316万人、

国際線旅客数は７万人で、国内線、国際線を

合計した旅客数は323万人となり、過去最高

を記録いたしました。 

 特に、国際線につきましては、台湾高雄線

が10月に、香港線が12月に定期便が就航し、

阿蘇くまもと空港開港以来初の国際線３路線

となり、国際線旅客数も大きく伸びたところ

です。 

 しかしながら、熊本地震により、ソウル線
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と香港線の２路線が現在も運休しております

ので、関係機関と連携を密にし、早期の路線

再開に向けて全力で取り組んでまいります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 本年３月に、県も主要構成員である熊本都

市圏総合交通計画協議会において、おおむね

20年後の熊本都市圏の目指すべき都市交通体

系を示した都市交通マスタープランを策定し

たところです。今後は、同プランで示した将

来像を実現するためのアクションプランの策

定に取り組んでまいります。 

 また、阿蘇くまもと空港へのアクセス改善

や公共交通機関の利用促進などを進めなが

ら、引き続き交通ネットワークの強化に取り

組んでまいります。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げます。御審議のほどをよろしくお願いい

たします。 

 

○森浩二委員長 本日出席の執行部関係部課

職員については、配付資料の中の名簿によっ

て紹介にかえさせていただきます。 

 それでは、議題(1)執行部から事業概要等

の説明を受け、その後質疑を受けたいと思い

ます。 

 説明につきましては簡潔にお願いします。 

 では、執行部から説明をお願いします。 

 

○上野道路整備課長 よろしくお願いいたし

ます。 

 申しわけございませんが、着座にて説明を

させていただきます。 

 お手元の本委員会資料につきましては、全

体で60ページとなっておりますので、特筆す

べき項目はアンダーラインを引いておりま

す。説明は主な事項についてさせていただき

ます。 

 それでは、資料の１ページをお願いしま

す。 

 Ⅰ．高速交通体系に関する件です。 

 １の高規格幹線道路等の整備について、ま

ず(1)高規格幹線道路の整備について御説明

いたします。 

 高規格幹線道路は、全国的な高速自動車交

通網を構成する自動車専用道路で、ページ下

側の体系図にありますように、１つは、左側

の高速道路株式会社及び国土交通省により整

備される国土開発幹線自動車道であり、熊本

県内では完成済みの九州縦貫自動車道と九州

横断自動車道延岡線がございます。 

 もう一つは、右側の国土交通省により整備

される一般国道自動車専用道路であり、熊本

県内では、南九州西回り自動車道がございま

す。ちなみに、県内での供用延長は、右下に

記載してありますとおり約173キロメートル

で、供用率は約75％でございます。 

 ２ページをお願いします。 

 高規格幹線道路の整備手順を示しておりま

す。 

 ３ページをお願いします。 

 これは、国が行う直轄事業の流れをあらわ

しております。 

 まず初めに、新規で事業に着手する場合

は、計画段階評価という事業評価が行われま

す。計画段階評価とは、下のほうにあります

ように、公共事業の効率性及び実施過程の透

明性の一層の向上を図るため、直轄事業にお

いて環境影響評価等の手続前の計画段階に政

策目的を明確化し、複数案の比較などの事業

評価を行うもので、平成24年度から本格導入

された制度でございます。その後に新規事業

採択時評価を行い、事業化という流れになっ

てまいります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 昭和53年以降の経過について、県内の高規

格幹線道路の整備状況を中心に、一覧表で示

しております。 

 ５ページをお願いいたします。 
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 本年２月27日には、南九州西回り自動車道

の芦北インターから津奈木インター間の約

7.7キロメートルが、新たに開通しておりま

す。 

 ６ページをお願いいたします。 

 次に、高規格幹線道路の路線別内訳を御説

明いたします。 

 まず、九州縦貫自動車道です。県内延長は

134.8キロメートルで、既に４車線で全線供

用されております。 

 現状の欄をごらんください。 

 九州縦貫自動車道は、今回の熊本地震で大

きな被害を受けております。本震直後は熊本

県内において全線通行どめになり、特に益城

熊本空港インターから嘉島ジャンクション間

につきましては、のり面崩壊や橋梁損傷等の

甚大な被害が発生しました。 

 しかし、国とネクスコ西日本さんの懸命な

復旧作業のおかげで、発災から15日ごろ、４

月29日には、最後まで通行どめが続いていま

した益城熊本空港インターから嘉島ジャンク

ションまでが、対面通行の片側１車線で速度

制限つきでありますが通行可能となり、全線

復旧いたしました。 

 ２つ目の丸、宇城氷川スマートインターに

つきましては、県内初のスマートインターと

して、平成26年３月に供用開始されました。 

 ３つ目の丸、北熊本スマートインターにつ

きましては、平成23年度から事業化されてお

りますが、事業主体の熊本市は、用地の取得

難航により平成27年度の完成が困難な状況と

なり、事業期間を平成30年度まで延伸されて

おります。現在、都市計画決定の手続等が進

められております。 

 ４つ目の丸、城南スマートインターにつき

ましても、熊本市が事業主体であり、平成24

年度から事業化されておりますが、用地境界

確定や工事手続などに不測の時間を要し、平

成27年度の完成が困難な状況となり、事業期

間を平成29年６月まで延伸されております。

現在、用地は100％取得済みであり、工事推

進中と聞いております。 

 ５つ目の丸の人吉球磨スマートインターに

つきましては、平成26年度から鋭意事業を進

められております。事業主体の人吉市は、専

従のスマートインター整備室を設置し、錦町

から職員を２名派遣してもらい、計５名の体

制をとっておられます。現在、精力的に用地

買収に取り組んでおられ、早期供用開始に向

け事業を推進されております。 

 ７ページをお願いします。 

 今後の取り組みの欄をごらんください。特

に、九州縦貫自動車道の早期完全復旧を、国

やネクスコ西日本に要望してまいります。ま

た、各スマートインターの早期完成に向け、

地区協議会のメンバーとして、技術的なレベ

ルや情報提供等を積極的に行い、市・町の取

り組みを支援してまいります。 

 ８ページをお願いします。 

 次に、九州中央自動車道です。 

 嘉島町から延岡市までの約95キロメートル

のうち、県内延長は約44キロメートルです。

嘉島ジャンクションから料金所までの約0.9

キロメートルは、西日本高速道路が整備を行

い、また料金所から山都までの区間は、新直

轄方式により国が整備中であります。 

 現状の欄をごらんください。今回の熊本地

震による被害は特にはないと聞いておりま

す。 

 １つ目の丸、嘉島から山都までの約23キロ

メートルのうち、嘉島ジャンクションから小

池高山インターまでの1.8キロメートルが、

平成26年３月に供用開始されました。 

 また、小池高山インターから矢部インター

までにつきましては、国が整備を進め、追加

インター３カ所につきましては、国、県、御

船町、山都町で連携を図りながら進めている

ところでございます。 

 ２つ目の丸の山都から県境までの約21キロ

メートルにつきましては、蘇陽から高千穂間
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において、事業化に向けた計画段階評価手続

が進められております。 

 今後の取り組みの欄ですが、小池高山イン

ターから北中島インター間につきまして、平

成30年度供用に向け、予算の確保等を国に求

めていくとともに、北中島インターから矢部

インター間につきましては、沿線自治体とと

もに、用地買収等に対し可能な限り積極的支

援を行い、早期の開通見通しの公表を国に求

めてまいります。 

 また、蘇陽から高千穂につきましては、現

在行われている計画段階評価の早期完了を国

に求めてまいります。 

 ９ページをお願いします。 

 次に、南九州西回り自動車道です。 

 一般国道の自動車専用道路で、八代市から

鹿児島市までの約140キロメートル区間のう

ち県内延長は約50キロメートルで、合併施行

方式で整備された八代ジャンクションから日

奈久インター間を除き、国で整備が進められ

ております。 

 現状の欄をごらんください。 

 今回の熊本地震での被害は特にはないと聞

いております。 

 県内の整備状況ですが、３つ目の丸の芦北

出水道路の芦北インターから津奈木インター

までが、本年２月27日に供用開始しましたの

で、これまでに36.5キロメートルの区間が暫

定２車線で供用されております。現在は、津

奈木インターから県境までが整備中です。 

 今後の取り組みですが、日奈久インターか

ら水俣インターにつきましては、平成30年度

の開通見通しが公表されました。鹿児島県や

沿線自治体等と連携を図りながら、一日も早

く開通を国に求めてまいります。 

 10ページをお願いします。 

 続きまして、(2)地域高規格道路の整備で

す。 

 地域高規格道路は、高規格道路と一体とな

って地域の連携・交流を促進する自動車専用

道路、もしくはそれと同程度の規格を有し、

おおむね時速60キロメートル以上で走ること

ができる道路でございます。「すべての道は

熊本に通じる」という考えの実現に向け、地

域高規格道路の整備を進めているところで

す。 

 11ページをお願いいたします。 

 地域高規格道路の整備手順を示しておりま

す。 

 12ページには、事業の流れと経過を記載し

ております。 

 事業の流れにつきましては、国が事業主体

の場合は、３ページの高規格幹線道路と同じ

流れになります。 

 13ページをお願いします。 

 路線別の内訳について御説明いたします。 

 まず、中九州横断道路です。熊本市と大分

市を結ぶ延長約120キロメートルの地域高規

格道路で、県内延長は約53キロメートルとな

っております。熊本と大分を結び、交流・連

携機能を持つ九州の循環型高速ネットワーク

の一部を形成し、本県の拠点性を高める上で

重要な幹線道路でございます。 

 現状の欄をごらんください。 

 １つ目の丸の熊本市から大津町につきまし

ては、第３回の計画段階評価が昨年９月に実

施され、北ルート帯という対応方針（案）が

示されました。現在は、事業化へ向けて環境

影響評価などの諸手続が行われております。 

 ２つ目の丸の阿蘇大津道路ですが、平成12

年度に一旦事業に着手されましたが、平成22

年度から事業が休止されております。 

 ３つ目の丸の滝室坂道路につきましては、

現在道路の予備設計や地質調査等の委託業務

関係を中心に進められております。 

 ４つ目の丸の阿蘇から竹田につきまして

は、平成27年度から計画段階評価を進めるた

めの調査が始まりました。 

 今後の取り組みといたしまして、熊本から

大津までの早期事業着手及び滝室坂の早期整
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備を国に強く求めてまいります。 

 続きまして、14ページをお願いいたしま

す。 

 次に、熊本環状道路です。 

 熊本環状道路は、熊本西環状線、熊本環状

連絡道路、植木バイパス、熊本北バイパス、

熊本東バイパスで構成される約33キロメート

ルの道路です。なお、熊本西環状線と熊本環

状連絡道路は、平成24年度から、熊本市の政

令市移行に伴い、県から熊本市に事業主体を

引き継いでおります。 

 現状の欄をごらんください。 

 １つ目の丸の熊本西環状線ですが、花園工

区、池上工区の２つの工区で事業を展開して

おり、花園工区は平成29年３月、池上工区は

平成30年代前半の供用開始に向け事業を進め

られております。 

 ４つ目の丸、国道３号熊本北バイパスにつ

いてですが、昨年３月、四方寄町から須屋間

の1.8キロメートルが暫定２車線で開通して

おり、引き続き国はこの区間の４車線化に向

けて事業を進められております。 

 15ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みといたしましては、各事業

主体に整備促進を求めてまいります。 

 続きまして、16ページをお願いいたしま

す。 

 熊本天草幹線道路です。 

 熊本天草幹線道路は、熊本市から天草市を

結ぶ約70キロメートルの地域高規格道路で、

熊本市から宇城市三角町までの国施行区間約

32キロメートルと、三角町から天草市港町ま

での県施行区間約38キロメートルに分かれて

おります。 

 現状の欄をごらんください。 

 １つ目の丸、熊本市から三角町までの国施

行区間につきましては、熊本宇土道路及び宇

土道路として、用地買収と工事が進められて

おります。 

 ２つ目の丸、三角町から天草市までの県施

行区間のうち、大矢野バイパスにつきまして

は用地取得が完了し、平成29年度供用開始に

向け工事を進めております。 

 本渡道路につきましては、今年度は橋梁部

の設計を推進し、用地買収に着手していくこ

ととしております。 

 今後の取り組みといたしまして、国の施行

区間につきましては、事業の促進を求めてい

くとともに、県施行区間につきましては、大

矢野バイパスの平成29年度供用に向け、事業

費の確保と着実な業務執行に努めてまいりま

す。 

 続きまして、17ページをお願いいたしま

す。 

 有明海沿岸道路（Ⅱ期）です。 

 有明海沿岸道路（Ⅱ期）は、有明海、八代

海沿岸地域の交流・連携の促進を目的とした

循環型のネットワーク形成を図り、熊本市と

佐賀市を最短で結ぶ重要な道路です。 

 現状の欄をごらんください。 

 大牟田市から長洲町につきましては、平成

26年７月に事業化に向けた計画段階評価が終

了し、平成27年４月には都市計画決定を行っ

たところです。 

 今後の取り組みといたしましては、全線の

地域高規格道路としての位置づけの明確化

と、国直轄による整備を国に求めてまいると

ともに、大牟田市から長洲町の新規事業着手

を求めてまいります。 

 さらに、参考として記載いたしました福岡

県側で実施されている有明海沿岸道路事業及

び連絡会議について、御説明いたします。 

 昨年２月に、現在開通している大牟田市の

三池港インター入り口交差点付近で、地盤高

が低くたびたび冠水が発生していることか

ら、同インターの災害発生時の機能を確保す

るため、荒尾市方面へ約２キロメートル、有

明海沿岸道路の三池港インター連絡路とし

て、新たに整備することが国から示されまし

た。 
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 このことは、有明海沿岸道路（Ⅱ期）の着

手に向け、大きな伸展につながるものである

と捉え、さらに長洲町そして熊本市までと、

国直轄による全線整備に向けて、これからも

引き続き強く訴えてまいります。 

 また、今年２月に、有明海沿岸の熊本県、

福岡県及び佐賀県の各県議会の議員により、

有明海沿岸道路等のインフラ整備を促進し、

沿線地域の成長・発展を図るため、有明海沿

岸インフラ整備３県議会連絡会議が設立され

ました。今後の有明海沿岸道路（Ⅱ期）の着

手に向けて、大きな力をいただいたと思って

おります。 

 18ページをお願いいたします。 

 最後に、(3)の建設促進活動でございま

す。 

 18ページ以降につきましては、九州中央自

動車道、南九州西回り自動車道、中九州横断

道路、熊本天草幹線道路、有明海沿岸道路

（Ⅱ期）に関して、昨年度と今年度に実施し

てまいりました要望活動を記載しておりま

す。 

 今年度につきましては、地震の影響で書面

決裁や中止等もありましたが、各路線等も期

成会等の年度初めの総会は開催されておりま

す。その中で、19ページの③中九州横断道路

につきましては、今年度最初の大会と要望を

行いましたので、御報告をさせていただきま

す。 

 20ページをお願いいたします。 

 ③中九州横断道路の上から２番目に記載し

ておりますとおり、５月31日に東京で、熊本

県、県議会、九州横断道路建設促進議員連

盟、中九州横断道路熊本県側期成会の合同に

よる建設促進大会を開催いたしました。知

事、議長、県選出国会議員、議員連盟の皆様

方、沿線の首長様に多数御出席いただき、盛

会に開催することができました。 

 早朝にもかかわらず御出席をいただき、大

変ありがとうございました。国交省からは森

道路局長を初め幹部の皆様に御出席をいただ

き、熊本県の熱意はしっかり伝わったのでは

ないかと思っております。 

 最後に、22ページをごらんください。 

 これは、昨年度から新たな取り組みとして

始めましたストック効果のＰＲ活動の写真で

す。写真②にありますように、今年度の第１

弾として、８月の後半に、県庁地下通路展示

ブースでパネル展を開催いたしました。こと

しも積極的にストック効果を広く県民の皆様

にお知らせするために、ＰＲ活動を行ってま

いりたいと思います。 

 これから予算獲得に向け、全国的に要望活

動は活発になってまいります。本県といたし

ましても、昨年同様、委員皆様のお力をおか

りいたしまして、チーム熊本として各路線の

早期整備に向けて精力的に活動してまいりま

すので、御支援をよろしくお願いいたしま

す。 

 道路整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○藤井交通政策課長 24ページをお願いいた

します。 

 ２．航空路線の利用促進について御説明し

ます。 

 (1)阿蘇くまもと空港の旅客者数について

ですが、平成27年度の国内線旅客数は、平成

26年度に比べ約10万8,000人増の316万人、国

際線旅客数は約１万8,000人増の７万人とな

り、ともに過去最高を記録しました。合計し

た旅客数も323万人と過去最高となり、全国

で第10位の旅客者数となっています。 

  しかしながら、４月に発生した熊本地震の

影響により、28年４月から８月までの旅客数

は、国内線で前年度に比べ約20万7,000人減

の109万人、国際線で約１万4,000人減の１万

人となっております。これは地震による航空

機の減便に加え、観光地が被災し観光客が減

尐したことなどによるものと思われます。 
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 下の表、棒グラフは、旅客数の過去10年間

の推移です。国内線、国際線ともに過去最高

を記録し、今年度もゴールデンウィークの予

約が好調な中での地震発生となりました。 

 25ページをお願いいたします。 

 国内線の振興についてです。 

 現状、路線数ですが、現在、毎日７路線38

便が就航しています。熊本地震では、国内線

ターミナルビルが大きく損壊し全面閉鎖とな

ったため、本震があった４月16日から全便が

欠航となりましたが、旅客の導線確保など応

急措置を行い、４月19日からは離発着便の一

部が再開され、その後６月２日から全ての便

の運航が再開されたところです。 

 各路線の動きですが、先ほども申し上げま

したが、８月までの旅客数は、全ての路線で

前年度を下回っております。個別に申します

と、東京線で88.6％、大阪線で72.1％、名古

屋線で75.8％、沖縄線、これは観光需要が中

心でございますので影響を大きく受けており

ますが、69.1％となっております。 

 26ページお開きください。 

 参考－２の表は、９月１日現在の阿蘇くま

もと空港の定期便の就航状況を示していま

す。米印にありますように、国際線の中で、

残念ながらソウル線、香港線が運休中です。 

 27ページですが、参考－３、就航路線、国

内線の推移を示しています。表の右から２列

目、平成27年度はＪＡＬの減便、ジェットス

タージャパン――ＪＪＰの関西線、中部線の

運休等があり、現在７路線38便が就航してい

ます。 

 28ページをお願いいたします。 

 参考－４として、(1)に、国内路線別の旅

客数の実績、29ページには、28年４月から８

月までの路線別の旅客数実績を記載していま

す。 

 30ページをお願いいたします。 

  今後の取り組みについてですが、引き続き

各航空会社等と連携を図りながら、路線の維

持・振興に取り組みますとともに、既存路線

の増便や新規路線の誘致活動に取り組んでま

いります。 

 (2)国際線の振興についてです。 

 現状でございますが、先ほど部長の挨拶の

中でも申し上げましたとおり、昨年度は10月

に台湾高雄線、12月には香港線の定期便が就

航したことで、ソウル線と合わせて初めて国

際線３路線が就航し、旅客数も７万人を突破

したところです。しかしながら、地震により

まして一時的に３路線とも運休し、そのうち

台湾高雄線について６月３日から運航を再開

しています。 

 それぞれの路線を簡単に申し上げますと、

ソウル線、これはこれまで延べ40万人を超え

る利用があっておりましたが、昨年度はいわ

ゆるＭＥＲＳの影響があったものの、利用者

数は３万4,000人を超え、利用率も26年度を

上回りました。しかしながら、韓国は地震の

ない国でございます。地震の影響により、ア

シアナ航空では夏ダイヤの10月29日までの運

休が決定されております。 

  31ページをお願いいたします。 

 台湾高雄線につきましては、昨年６月に県

議会、熊本市、熊本市議会、県内経済界の皆

様と「オール熊本」で、チャイナエアライン

へのトップセールスを実施し、定期便化が決

定。定期チャーター便に続く形で、10月25日

から定期便の運航が始まりました。熊本地震

では一時運休後、台湾も地震のある国でござ

いますので、地震後の観光地の情報、道路等

の情報を出しながら、チャイナエアライン、

高雄市政府、高雄旅行社等に働きかけまし

て、その結果、６月３日から定期便の運航が

再開されたところでございます。 

 また、６月10日から12日までの３日間、被

災した熊本へのお見舞いと復興に向けた応援

に、高雄市長、台南市長、中華航空会長がこ

の路線を利用して来熊され、今後のさらなる

交流を確認したところで、大変勇気づけられ
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たところでございます。 

 香港線につきましては、大手旅行会社から

の送客協力などにより、香港航空が定期便の

就航を決定、蒲島知事が香港航空の孫副総裁

を表敬し、今後ＰＲ活動を一緒に行っていく

ことを確認しました。 

 香港線定期便就航日である12月14日には、

台湾高雄線と同様に香港航空との共催で記念

式典、レセプションを開催し、香港側の関係

者、県議会、経済界などと一緒に、香港との

交流づくりに向けた機運を高めることができ

ました。しかしながら、４月に発生した地震

により、香港も余り地震がない国でございま

すので、夏ダイヤの10月29日までの運休が決

定されていました。 

 ここで、資料にはございませんが、追加し

て御報告をさせていただきます。 

 香港航空の日本支社から冬ダイヤ、10月30

日から３月25日に関しましても、運休を継続

させていただくとの連絡がございました。た

だ、現在も熊本便は、旅客状況が好転すれば

すぐ再開できるよう、鹿児島空港に就航して

おります。これも継続され、冬ダイヤ期間中

いつでも再開できる態勢で臨むとのことでご

ざいました。このため地震のない香港でも、

大変難しい面もございますが、旅行会社等へ

の正確な情報発信など取りうる手段を総動員

して、早期再開を目指してまいりたいと考え

ておるところでございます。 

 一番下のところでございますが、その他新

規路線につきましては、一番下にありますよ

うに、27年２月に４便、10月に２便、中国福

建省から熊本へチャーター便が実施されまし

た。 

 32ページをお開きください。 

 阿蘇くまもと空港の国際線旅客数の推移で

す。緑の線が定期便、点線がチャーター便の

旅客数で、青線がそれらを合計したもので

す。 

 33ページ、34ページでございますが、これ

は各路線、チャーター便の月別利用状況をお

示ししております。 

 ソウル線につきまして、一番上の行が利用

実績、２行目が対前年同期比、３行目が通常

の利用率、一番下の行が140人乗り換算とい

う数値を記載しています。これは飛行機の利

用の頻度に応じて航空会社が機材の大きさを

変えることから、利用率を単純に算出しても

比較できない状況にあるため、ソウル線の場

合、通常の機材である140人乗りの機材に固

定して算出したものでございます。利用実績

等は表のとおりでございます。 

  34ページをお願いいたします。 

 香港線につきましても、利用状況は74.2と

記載されています。 

 済みません、１つ数字の訂正をさせてくだ

さい。 

 33ページでございます。台湾高雄線の実績

数字のところで、合計欄が5,669となってお

りますが、7,598に訂正をお願いいたしま

す。８月分が算入されておりませんでした。

申しわけございません。 

 続きまして、35ページをお願いいたしま

す。 

 今後の取り組みについてです。 

 現在、熊本地震により２路線が運休してお

ります。熊本の復興のためにも皆様に来てい

ただくことが力になります。早期の路線再開

に向け関係機関とも連携し、あらゆる対策を

講じて取り組んでまいります。 

 ソウル線、香港線、運休中の路線に関しま

しては先ほど申し上げましたが、正確な情報

発信、視察ツアーや誘客プロモーション活動

に積極的に取り組みたいと思っております。 

 香港、高雄線についても、利用率のアップ

のために、ビジネス需要等を取り込むなど、

観光面とビジネス面、両面から力を入れてい

きたいと考えております。 

 36ページをお開きください。 

 その他新規路線につきましても、引き続き
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航空会社と協議を進めてまいりますととも

に、インバウンドチャーター便にも働きかけ

を進めてまいりたいと考えておるところで

す。 

 37ページをお願いいたします。 

 航空物流機能の強化、現状についてです

が、貨物取扱量はここ数年減尐傾向でありま

す。平成27年度は、前年に対し約300トンの

減尐となりました。これは使用機材の小型化

などの複数の要因によるものと思われます。

熊本地震の影響に関しましては、４・５月の

貨物取扱量は減尐したものの、６月以降は前

年度並みに回復傾向となっております。 

 今後の取り組みについてですが、今後も熊

本の地震からの復興に向けて、航空機貨物に

対する県内事業者のニーズを把握、それに合

ったダイヤ、機材の提供を航空会社に働きか

けてまいりたいと考えております。 

 38ページをお願いいたします。 

 空港の施設整備、活性化に向けた取り組み

等についてでございます。 

 空港設備等について御説明します。 

 まず、国が管理する滑走路などの基本施設

につきましては、熊本地震による被害は軽微

で運用にも支障がなかったため、地震直後か

ら捜索救難、災害派遣、人命救助等を目的と

する航空機、ヘリなどの受け入れ拠点として

運用が行われました。 

 この基本施設の整備につきましては、本年

度エプロンの拡張のための調査・設計など、

国において実施されます。 

 また、空港環境整備協会が管理します駐車

場につきましては、平成27年度から拡張工

事、入り口ゲートの新設工事、事前精算機の

設置工事が実施され、本年４月20日から供用

が開始されております。 

 この拡張により、駐車可能台数が266台増

加し、また、拡張した駐車場の供用開始とあ

わせて、入場後30分の無料化がされておりま

す。 

 また、県、益城町において、空港南側、県

道堂園小森線側から新しいアクセス道路を整

備し、３月30日から供用開始をしておりま

す。 

 空港ビルディングが管理しますターミナル

ビルにつきましては、先ほども申し上げまし

たが、地震により大きく損壊したため、４月

16日朝から閉鎖、その後ターミナルビルにつ

いて旅客導線が確保される応急補修が行わ

れ、19日から一部供用が再開されました。 

  国内線ターミナルビルの被害状況としまし

ては、一部天井の落下、また、主に５期にわ

たる増築部分がございますので、軀体の損傷

が大きゅうございました。壁、床の損傷など

多くの箇所が損傷し、現在も一部飲食店、搭

乗待合室などの立入禁止区域が残っている状

況でございます。 

 また、国際線ターミナルビルは、給排水施

設などの損傷が見られましたが、５月10日に

復旧工事が完了しています。 

  阿蘇くまもと空港が広域防災拠点として対

応できるよう、自衛隊輸送機が複数機駐機可

能な駐機場――エプロン、これを昨年３月に

完成しておりますけれども、今回の熊本地震

におきましては、全国の県警ヘリの活動拠点

として活用され、発災直後の救助活動等に寄

与したところでございます。 

 参考－１は、熊本空港の施設概要です。 

 39ページをお願いします。 

 直轄事業の概要です。 

 本年度はエプロン拡張等、あと誘導路改良

が実施されますが、平成28年度事業費は11億

2,000万円余、県は４分の１程度を負担して

おります。 

 空港経営改革についてですが、空港運営を

民間に委託することができるようにする民活

空港運営法が成立し、25年７月25日に施行、

基本方針も同年の11月１日に告示されまし

た。基本方針などに基づき、国が持つ滑走路

などの基本施設、民間が持つ空港ターミナル
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や駐車場を一緒に民間に委託する検討が、各

地で進められております。 

 本県としましては、民間委託第１号の仙台

空港や手続が開始された福岡空港など、他の

国管理空港の状況等も踏まえ、阿蘇くまもと

空港にとって望ましいと思われる民営のあり

方について、熊本空港ビルディングなどと連

携しながら検討しているところでございま

す。 

 空港周辺環境についてですが、周辺市町

村、住民代表との意見交換の場として、阿蘇

くまもと空港周辺環境整備協議会を設置し、

航空機騒音監視体制の強化・充実を図ってお

ります。 

 40ページをお開きください。 

 阿蘇くまもと空港のＰＲですが、41ページ

の下に絵がありますように、「あそらくん」

を活用したＰＲに努めております。また、40

ページのアンダーラインにもありますよう

に、本年８月５日には、被災した熊本を応援

するため、韓国、台湾、熊本の子供たちによ

る国際交流キッズダンスが開催され、国際文

化交流を行うとともに、ソウル線、高雄線の

ＰＲなどを行っております。 

 参考－４は、整備協会の環境対策事業の交

付状況を記載しています。 

 41ページの参考－５は、空港周辺における

航空機騒音監視体制をまとめております。 

 42ページをお開きください。 

 今後の取り組みについてですが、被災した

国内線ターミナルビルの応急復旧について

は、来年１月末をめどに、立ち入り禁止区域

となっている箇所が使用できるように、空港

ビルによって順次復旧工事が行われる予定で

ございます。 

 本格的な復旧につきましては、甚大な被害

を受けた空港を初めとした益城町、西原村、

熊本市東部地区の創造的復興を推進するグラ

ンドデザインとして、ターミナルビルの今後

の姿を含め、周辺地域の可能性を最大化する

大空港構想NextStageを年内をめどに策定す

ることとしております。その中でお示しした

いと考えております。 

 このため、本定例会において、阿蘇くまも

と空港の創造的復興の観点から、復旧・機能

強化等に係る調査・検討に要する経費を

1,300万円計上しているということでござい

ます。 

 43ページをお願いいたします。 

 九州新幹線の運行状況です。 

 (1)列車本数等については、熊本駅停車は

121本、週末125本――括弧内でございます。

熊本－博多間と熊本－新大阪間は、片道１時

間当たり３～４本程度の運行となっていま

す。他の駅は表のとおりでございます。 

 (2)新幹線の利用状況ですが、開業５年目

となる27年度の熊本－博多間の利用客数は

999万人、対前年度比４％増の利用状況とな

りました。また、熊本－鹿児島中央間の利用

者数も509万人となり、前年度比２％増とな

っています。 

 (3)熊本地震に係る被災状況ですが、４月1

4日の前震により、熊本駅付近で６両全車両

が脱線、その他路線設備や駅舎の損傷が多数

発生し、全線で運休しました。その後、４月

20日の午前に一部区間で運行を再開し、27日

午後には全線で運行を再開しております。な

お、７月４日始発からは、運行本数も通常ダ

イヤと同本数に戻っております。 

 高速交通体系については以上でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○宮部都市計画課長 44ページをお願いいた

します。 

  熊本都市圏交通に関する件のうち、熊本都

市圏交通の現状について御説明をいたしま

す。 

 申しわけございませんが、説明に入る前

に、資料の修正をお願いいたします。 

 44ページの中ほど、(1)の利用交通手段等
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の状況のところですが、１つ目の白丸の２行

目の一番右側のところに、「公共交通は約４

割減尐して」というふうに記載しておりま

す。この４割を６割、約６割に修正をお願い

したいと思います。 

 それともう一つ、その下段ですが、２つ目

の白丸のところの右側、「バスの利用者は約

３割減尐している」というふうに記載してお

ります。この３を７に修正のほうをよろしく

お願いしたいと思います。申しわけございま

せん。 

 それでは、説明に入らせていただきます。 

 熊本都市圏におきましては、熊本市と周辺

市町村との結びつきが高いことから、熊本都

市圏全体の交通の状況を把握し、対策を講じ

る必要があります。このため、熊本市を初め

とする５市６町１村を対象として、第４回目

となるパーソントリップ調査を平成24年度に

実施いたしまして、現状分析等を行ったとこ

ろでございます。 

 まず、利用交通手段等の状況ですが、左下

のグラフの紫色で示すとおり、第４回、平成

24年ですが、自動車交通への依存度が約64％

と高くなっている反面、公共交通のバス利用

者は約６％と依然として低い状況にございま

す。特に、バス利用者は、右側のグラフでご

ざいますが、青色の線でございますが、この

30年間で約７割減尐してございます。今後と

も公共交通の利用を進めていく必要がありま

す。 

 続きまして、45ページをお願いいたしま

す。 

 熊本都市圏の渋滞状況ですが、熊本市内の

環状道路や周辺市町村方面への放射道路にお

いて、交通渋滞が発生しております。特に、

朝のピーク時間帯などに渋滞が恒常化してお

ります。今後とも道路整備を進め、渋滞緩和

に努めてまいります。 

 46ページをお願いいたします。 

 高齢社会における新たな状況変化といたし

まして、左下のグラフに示すとおり、高齢者

の移動割合が増加しております。今後とも大

幅に増加していくことが考えられます。そし

て、その移動手段としましては、自動車の利

用が多いことから、右のグラフに示すとお

り、事故総件数は減尐しているにもかかわら

ず、高齢者による事故が増加傾向にございま

す。このため、高齢者の安全・安心な移動手

段の確保について今後とも進めていく必要が

あります。 

 47ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏交通施策の主な取り組みについ

て御説明いたします。 

 まず、都市交通マスタープランの概要につ

いてですが、冒頭の部長挨拶にもございまし

たとおり、高齢社会における新たな変化を踏

まえ、望ましい都市交通体系を提示し、おお

むね20年後の実現を目指すハード面及びソフ

ト面の各種交通施策を、都市交通マスタープ

ランとして平成28年３月に策定いたしまし

た。 

 対応方針としましては、これまでのよう

に、全ての地域や過度に自動車利用に依存し

てきた交通体系を見直し、住民意識の転換や

関係市町村の広域連携のもと、地域特性に応

じた公共交通ネットワークや道路空間の再構

築により、利便性と効率性を兼ね備えた交通

体系のベストミックスを図ってまいります。 

 48ページをお願いいたします。 

 その整備方針としましては、多核連携型の

都市構造の形成を支援するため、地域間の交

通需要に的確に対応するとともに、地域間連

携を支える放射８方向の基幹公共交通軸や２

環状11放射道路網の形成を目指していきま

す。 

 49ページをお願いします。 

 アクションプランの策定についてでござい

ますが、都市交通マスタープランで提示した

将来像を実現するために、提案された施策に

ついて優先順位や整備手法等を検討した上
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で、具体的に取り組んでいくための実行計画

となるアクションプランの策定に、今年度か

ら取り組んでまいります。 

 都市計画の説明は以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 

○藤井交通政策課長 49ページ下、公共交通

機関の利用促進についてということでござい

ますが、先ほども宮部課長からの説明ござい

ましたけど、公共交通機関の利用促進を進め

ていくこととしておりまして、50ページから

具体的なものを現状として書いておりますの

で、50ページをお願いいたします。 

 まず、現状でございます。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセス改善という

ことで、空港リムジンバスの定時性・速達性

の確保や利便性向上、ＪＲ豊肥本線を活用し

た空港ライナーの試験運行等を行っておりま

す。 

 空港リムジンバスの利便性向上では、定時

性を向上させるため、公共車両優先システム

を活用しております。 

 豊肥本線を活用した空港ライナーの試験運

行ですが、平成23年10月から肥後大津駅と空

港間で実施しており、現在１日54便で運行、

延べ利用者数は33万8,307人となりました。 

 表にありますとおり、平成27年度は１日当

たりの利用者数が257人となり、運行開始当

初より目標としてきた１日当たりの利用者

200人を、初めて全ての月で達成したところ

でございます。 

 本年度４月以降の状況ですが、熊本地震の

影響もあり、４月から８月の１日当たりの利

用者数は205人となっております。運行事業

者によりますと、予想以上に利用者数は戻っ

てきているとのことでございました。 

 51ページに、空港ライナーの地震発生直後

の利用状況を記載していますが、ライナーも

航空機の運航再開に合わせて、４月19日から

全便の運行を再開しております。 

 このほか、スマートエアポートの展開とし

て、阿蘇くまもと空港や肥後大津駅の電子掲

示板――デジタルサイネージなどを活用した

情報発信等の取り組みを行っています。 

 また、バス路線網の再編につきましては、

事業者や行政、市民等で構成される熊本市公

共交通協議会に本県も委員として参画し、検

討を行っています。 

 52ページをお願いします。 

 今後の取り組みについてですが、引き続き

空港リムジンバスの定時性・速達性の向上に

向けた検討を支援し、空港ライナーの空港ア

クセス利便性を高めていくとともに、利便性

の高いバス路線再編に向けた取り組みを支援

してまいります。 

 公共交通機関利用促進策については、一部

都市計画課が所管する施策もありますが、ま

とめて説明いたします。 

 (1)ノーマイカー通勤運動の強化では、各

交通事業者と連携しながら、バス・電車利用

のＰＲなど、公共交通機関の利用促進に取り

組んでいます。 

 乗り継ぎ円滑化についてですが、53ページ

にありますように、ＩＣカードにつきまし

て、平成27年４月に県内のバス、電鉄電車

に、地域振興ＩＣカード、通称くまモンのＩ

Ｃカードが導入され、８月には同カードが市

電においても利用可能となりました。 

 また、全国相互利用型カードが、県内のバ

ス、電鉄電車の利用ができるシステム、片利

用機能が本年３月に導入され、乗り継ぎの円

滑化が図られたところでございます。 

 なお、28年８月末現在のＩＣカード発行枚

数は15万枚となり、導入２年目の目標を達成

しています。県議会での附帯決議を踏まえ

て、両者の利便性向上に取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 (3)パークアンドライドについては、熊本

都市圏10カ所、黒石駅等で実施しておりま

す。平成28年８月末現在、駐車可能台数495
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台で供用中であり、コンビニエンスストアな

どのポスター掲示など、周知・広報を行って

います。 

 また、実施箇所の拡大を図るため、ＪＲ豊

肥本線沿線の駐車場の状況調査を行い、可能

性を検討しています。 

 今後の取り組みでございますが、利用促進

につきましては、関係機関への取り組み支

援、情報発信等を引き続き行ってまいりま

す。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○森鉄道高架推進室長 55ページをごらんく

ださい。 

 交通結節点改善、熊本駅周辺整備について

でございます。 

 まず、概要の欄に記載しております連続立

体交差事業の事業区間におきます熊本地震発

生後のＪＲ鹿児島本線等の運行の再開状況に

ついて御説明いたします。 

 ４月14日の地震発生に伴いまして運休をし

ておりましたが、運行の安全が確認された区

間から順次運行を再開し、４月21日には、事

業区間内の全区間について運行を再開してお

ります。 

 次に、熊本駅周辺で整備を進めております

ＪＲ鹿児島本線等連続立体交差事業について

御説明いたします。 

 事業区間は、鹿児島本線約６キロ、それか

ら豊肥本線約１キロであり、予算ベースでの

平成27年度末の進捗状況は約85％でございま

す。 

 現状といたしまして、昨年３月に上り線全

線約６キロ、下り線の北側の約４キロの高架

切りかえを完了し、これにより13カ所の踏切

を解消しております。今年度は、残りの熊本

駅部の下り線約２キロ、それから豊肥本線約

１キロの高架橋工事を進めてまいります。 

 今後の取り組みでございますが、平成29年

度末に、残る駅区間を高架に切りかえまし

て、平成30年度末には新熊本駅舎を完成さ

せ、事業を完成させる予定でございます。 

 56ページに、工事の状況や今後の取り組み

を記載しておりますので、御参照お願いいた

します。 

 鉄道高架推進室の説明は以上です。よろし

くお願いいたします。 

 

○上野道路整備課長 57ページをお願いいた

します。 

 続きまして、(3)交通渋滞の解消について

でございます。 

 熊本都市圏におきましては、国道３号や国

道57号東バイパスなど幹線道路への交通負荷

の集中が、交通渋滞の主な原因となっており

ます。そのため、熊本都市圏中心部への交通

の分散流入を図るため、環状道路や放射道路

等の骨格幹線道路網の整備や、それに接続す

る都市内道路網の整備が必要となっておりま

す。 

 現状の欄をごらんください。 

 骨格幹線道路網等の整備についてですが、

熊本都市圏の交通渋滞対策として、環状道路

や放射道路の骨格幹線道路網の整備を促進し

ております。具体的には、先ほど御説明いた

しました道路のうち、熊本都市圏内を通過す

る道路について、現状の欄に再掲いたしてお

ります。 

 59ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みの欄をごらんください。 

 骨格幹線道路網等の整備につきましては、

今後も熊本都市圏の交通渋滞の解消に向け、

国、県、市町村で連携を図りながら、骨格と

なる幹線道路網やそれにつながる都市内道路

網の整備を促進してまいります。 

 説明は以上でございます。 

 

○荒木交通規制課管理官 続きまして、58ペ

ージ(2)の信号機の運用改善等について御説

明いたします。 



第７回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成28年９月27日) 

 - 15 - 

 県警察といたしましては、道路の新設や改

良に合わせまして、より一層の渋滞緩和と通

過交通の安全性を確保するため、右折車両が

たまって交通流を阻害しないよう、右折車両

の台数に応じて、右折車両に対する青信号の

秒数を増減させる信号機の右折感応化や、信

号機に右折矢印、左折矢印などを設けること

で、交通流に応じて現示といいます信号機が

示す通行権をふやし、交通流の整序化を図る

信号機の多現示化などの運用改善に努めてい

るところでございます。 

 また、路線バスや路面電車の進行方向の信

号機を優先的に制御する公共車両優先システ

ムを導入し、公共交通のよりスムーズな運行

も図っております。 

 このほか、必要な交通情報板や旅行時間計

測端末装置の整備を推進し、交通の円滑化を

図っているところであります。 

 熊本地震による交通安全施設の被害状況で

すが、県内で、信号機の柱、信号灯器等の傾

き、交通情報板、車両感知器等の損壊など、

約500カ所について被害が発生いたしまし

た。これら被害箇所につきましては、復旧可

能なものから順次復旧させているところでご

ざいます。 

 今後の取り組みといたしまして、資料の59

ページをお願いいたします。 

 (2)の信号機の運用改善等につきまして

は、交通状況を踏まえた信号機の改良や大規

模イベント、ゴールデンウィーク、旧盆期等

における交通流の変化に応じて最適な信号制

御となるよう、信号機の弾力的な運用及び改

善を図ってまいります。 

 熊本地震被害への対応につきましては、平

成29年度内に被災した交通安全施設の復旧を

完了させるとともに、道路復旧工事などによ

る交通流の変化に応じた交通安全施設の整

備、信号機の運用改善及び交通情報の提供に

努めてまいります。 

 次に、新交通管理システムの拡充について

でございます。 

 資料の60ページをお願いいたします。 

 新交通管理システムとは、ドライバーに対

して必要な情報をリアルタイムに提供するこ

とにより、交通流を積極的に管理していくシ

ステムで、高度交通管制システムを中核とし

て運用しているものです。そのサブシステム

としましては、交通情報提供システム、公共

車両優先システムなどがあり、その整備充実

を図っているところであります。 

 (1)の交通情報提供システムにつきまして

は、交通情報板等による交通情報提供に加え

まして、個々のドライバーに渋滞情報や旅行

時間情報など必要な交通情報を、カーナビ等

を通じて提供するシステムで、平成12年４月

から運用を行っております。 

 (2)の公共車両優先システムは、先ほど信

号機の運用改善等で尐し触れましたが、公共

車両の定時制の確保と利便性の向上を図り、

マイカーから公共交通機関への利用転換を促

すというシステムです。これは、路線バスや

路面電車の通過情報を、光ビーコンといいま

す車両を感知する機器で収集いたしまして、

進行方向の信号機を優先制御するというもの

で、県警察では路線バスと路面電車に導入し

ております。 

 そのうちの路線バス優先システムは、平成

14年から３カ年をかけて主要地方道熊本高森

線、国道３号など３区間14.5キロを整備し、

路線バスの円滑な運行を図っているところで

ございます。 

 次に、路面電車優先システムについては、

平成23年に熊本駅前電停と辛島町電停間、上

熊本駅電停と辛島町電停間の２区間で運用を

開始し、路面電車の定時制を確保していると

ころでございます。 

 今後の取り組みといたしましては、交通情

報提供システムのさらなる整備拡充を図り、

きめ細かな情報を提供することにより、交通

流の自律的な分散を促すなど、今後とも安全
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で快適な交通環境の整備に努めてまいりま

す。 

 県警察交通規制課からは以上でございま

す。 

 

○藤井交通政策課長 別冊、熊本地震の被害

状況等補足説明資料をお願いいたします。 

 本委員会の直接の付託事項案件ではござい

ませんが、地震により甚大な被害を受けまし

た阿蘇方面への公共交通、道路網等について

御説明いたします。 

 １ページをお開きください。 

 南阿蘇鉄道についてです。 

 南阿蘇の方々の生活路線で、近年は海外の

方々にも人気のトロッコ列車も運行しており

ました南阿蘇鉄道につきましては、熊本地震

により立野地区を中心に甚大な被害を受けま

した。 

 写真にありますように、立野橋梁や第一白

川橋梁の損壊、犀角山トンネル内には亀裂が

多数生じ、土砂崩れによる路線埋没箇所も多

数発生しました。 

 現在の運行状況でございますが、被害の尐

なかった高森－中松駅間で、７月31日から運

転が再開されたところです。 

 中松－立野間につきましては、現在国が予

備費２億100万円を活用し、国直轄で地質・

地盤調査等を実施されており、年度内には復

旧工法等が決定される予定で、現時点では全

線復旧時期については未定でございます。 

 ２ページをお願いします。 

  ＪＲ豊肥本線の被害状況でございます。 

 肥後大津－豊後荻間において、特に立野－

赤水間で甚大な斜面崩壊、そして土砂流入、

落石等が発生しました。 

 運行状況につきましては、４月19日に熊本

－肥後大津間で、７月９日に阿蘇－豊後荻間

で運転を再開しています。現在は、肥後大津

－阿蘇間で運転を見合わせておりますが、こ

の区間では、崩落した阿蘇大橋付近を中心に

道路・砂防・治山事業と一体で復旧を進める

必要があり、ＪＲと国・県が連携して、まず

は斜面安定化対策等の工事を進めているとこ

ろでございます。 

 なお、現時点では、全線復旧時期は未定で

ございます。 

 公共交通については以上です。よろしくお

願いします。 

 

○上野道路整備課長 続いて、資料の３ペー

ジをお願いいたします。 

 国道57号の阿蘇大橋地区でございます。 

 本箇所は、熊本地震の本震により大規模な

斜面崩壊が起こり、高範囲にわたり崩れ落ち

ており、通行不可能な状況でございます。現

在、国直轄事業で災害復旧が行われており、

現道につきましては、専門家による技術検討

会の意見を踏まえながら、年内をめどに無人

化施工で、斜面上部の不安定土砂の除去や斜

面中部に土どめ盛り土の設置工事が行われて

おります。 

 さらに、国は現位置の北側に位置する別ル

ート、北側復旧ルートを計画し、地元説明会

を行い、各種調査、測量、設計及び関係機関

との諸手続を開始いたしております。 

 また、北側復旧ルートに計画されておりま

すトンネルにつきましては、発注手続が７月

に開始されております。ただし、完成時期は

未公表でありますので、国に対しては一日も

早い完成をお願いしてまいりたいと思いま

す。 

 続きまして、４ページをお願いいたしま

す。 

 国道325号の阿蘇大橋でございます。 

 この箇所も国道57号と同じく、本震による

大規模な斜面崩壊により、阿蘇大橋が落橋し

ており通行不可能な状況でございます。 

 阿蘇大橋の復旧に当たりましては、活断層

対策など高度な技術が必要であるため、道路

法に基づき、国の直轄代行事業として災害復
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旧事業を実施されております。 

 本箇所の専門家による技術検討会が設けら

れており、架けかえ位置について現位置の下

流側に決定され、橋梁形式につきましては、

３径間のＰＣラーメン橋に決定をされまし

た。 

 この阿蘇大橋も完成時期は未公表でござい

ますので、国に対しては一日も早い完成をお

願いしてまいりたいと思っております。 

 最後に、５ページをお願いいたします。 

 主要地方道熊本高森線の俵山ルートでござ

います。 

 この箇所も熊本地震の本震により、約10キ

ロメートルにわたり、トンネル２本及び橋梁

６橋を含む甚大な被害を受けており、通行不

能な状況でございます。 

 俵山ルートの復旧に当たりましては、全国

で初めて大規模災害復興法に基づき、国の直

轄代行事業として災害復旧事業を実施されて

おります。６月末に、トンネルの補修工事は

年内の完了を目標とし、トンネルと旧道を活

用して、阿蘇地区の東西方向の迂回路強化を

図ることが公表されております。 

 この俵山ルートの完成時期は未公表でござ

いますので、国に対しては一日も早い完成を

お願いしてまいりたいと思います。 

 いずれの道路も阿蘇地域の経済活動や生活

基盤を支える重要な道路でありますので、国

に対して早期に供用ができるようお願いして

まいりたいと思います。 

 道路整備課は以上です。よろしくお願いい

たします。 

 

○森浩二委員長 以上で執行部からの説明は

終わりましたので、質疑に入りたいと思いま

す。何かありませんか。 

 

○荒木章博委員 それじゃ、最初に３つぐら

いお尋ねをしたいので、ちょっと教えていた

だきたい。 

 24ページの航路の利用促進ということで、

藤井課長から今お話があったんですけど、こ

れ全国で10位ということで、非常に功績を上

げている。それと、全国10位というんですか

ら、熊本県民に対する還元ですね、要するに

東京あたりから熊本にすっと、格安の料金で

来られるけど、熊本から東京に行くとかなり

高いんです。行きだけ買えば５万円近くする

からですね。 

 そういったものの、これだけの10位の熊本

県に対して、ある程度航空会社にも交渉をす

る権限はあると思うんです。そういったこと

を今までされたことがあるのかということを

聞きたいということが１点です。 

  それと、アシアナについては10月29日、香

港便も今運休ですかね。 

 

○藤井交通政策課長 はい。 

 

○荒木章博委員 これは、めどはどういうふ

うな形でたっておられるのか、その対策。そ

してアシアナまで行って、訪問してまたお願

いをしたり、機運を盛り上げたり、韓国との

交流、それはどういうふうにやられておるの

か、２点目をお尋ねします。 

 それと、43ページの、ＪＲが一部上場です

かね、福島局長、今度一部上場したんですか

ね。一部上場ですね。だから、そういうふう

に本年度なるやに聞いていますので、そうい

ったときの県民に対する還元ですよね、そう

いうことを、その３つをまずお尋ねしたい。 

 

○藤井交通政策課長 ３点お尋ねがあったと

思います。 

 第１点目ですが、東京行きの航空運賃をも

っと安く、と交渉をしたことがあるかという

ことだと思いますが、それにつきましては、

そういう価格の交渉をしたことはございませ

ん。ただし、各路線それぞれ今見ていただき

ましたが、航空各社がパッケージツアーにし
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てもホームページでできますように、自分た

ちの営業努力の中でやられておりまして、各

路線それぞれ動いていると思っております。 

 今回地震がございましたので、特別割みた

いなものも各社やっていただきまして、ボラ

ンティアの方であるとか、そういった方々が

来やすいような環境はつくられたかと思って

いるところでございます。ただ、価格の交渉

をしたことはございません。 

 また、第２点目、アシアナ航空、ソウル線

につきましての交渉、現状、対策ということ

だったと思います。御存じのとおり、韓国も

地震のない国で、このあいだ震度５とござい

ましたけれども、かなり地震を怖がられる国

民性といいますか、そういうところでなかな

か再開のめどが立っていない状況でございま

す。 

 ただ、アシアナ航空に対しては、まず熊本

支店がございました。ただ、運休が決定され

た後福岡支店に統合されました。それに対し

て働きかけを行いまして、何しろ本社と一回

ゆっくり話したいという話もぶつけておりま

す。 

 また、運休継続の可能性が高いと――現状

ですね、ということを聞いておりますが、本

社からは正式な連絡が入っておりませんの

で、先ほどのような話が、香港航空と同様の

お話はできておりません。 

 今後も引き続き、路線再開に向けまして交

渉をしていきたいと思っておりまして、福岡

支店、また各チャンネルを通して働きかけを

伸ばしているところでございます。 

 ただ、対策でございますけども、その中で

香港線、台湾線にもそうですが、ＤＶＤなど

をつくって、会社に、熊本はこういう道路状

況、観光地の状況でございますというのは、

６月に補正予算いただきましたので、その分

でつくった分をお渡しして、正確な情報発信

に努めているところでございます。 

 ３点目、ＪＲが一部上場ということで、何

か県民に対する還元という話でございました

が、これは民間企業でございますので、私ど

もとしては何か県民に還元してくれと言った

ことは、発言はしておりません。 

 ただ、私もこないだインタビューを受けた

んですけども、やはりＪＲが上場されるに当

たって、今鉄道部門、ローカル線は不採算部

門的な書き方をされておりますが、地方にと

っては必ず必要な路線であるということを強

く申し述べておりまして、この路線の維持に

向けましても、国会答弁でもございましたよ

うに、維持して努力していくということでご

ざいますので、そういった点をやはり県民の

重要な生活の交通、また観光でも重要でござ

いますので、ぜひ維持していただくようにお

願いしているところでございます。 

 以上です。 

 

○荒木章博委員 ＪＲが一部上場になるとい

うことで、還元というのは、お金を返してく

れということじゃなくて、各ＪＲの熊本にか

かわる路線についても十二分ないろんなイベ

ント、そしてまた全国に発信する、ＪＲを通

じた全国に発信する還元を、私はやってほし

いというふうに思うんです。 

 そういったものも含めて、藤井課長にもで

すね、ぜひこういうことも、還元というのは

いろんな、やっぱり上場になったことによっ

て、九州への旅行を含めた熊本という意識づ

けをやっていただきたいということを、ぜひ

要望しておきたいと思っております。 

 ２番目のアシアナの運休ということで、私

も地震後韓国のほうに、民謡団を連れてパレ

ードをやって、40万人を超す人たちに熊本を

宣伝した。結構熊本というのは、頑張れとい

う声があって、地震のことは余り知らない人

たちもいるんです。そういったところで、ま

た今月末はＲＫＫさんのほうと一緒に私も蔚

山市のほうに、120万都市ですけど参って、

市長から案内を受けてですね。この市長とい
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うのは、今度大統領に出るんですけどね。 

 そういったやっぱり熊本が持っている、熊

本市と蔚山市とが友好交流都市だし、熊本県

もそういう友好の都市もあるわけですから、

そういうところにやっぱり働きかけをして、

熊本は安心だ安全だということを、乗り込ん

でいって――だからもう、地震後何か訪問さ

れて、営業されたことがありますか。 

 

○内田政策監 アシアナ航空本社には、実は

すぐ本社のほうに訪問したいということで地

震後お申し入れをしたんですけども、実はア

シアナ航空さんが、日本の地方路線を、子会

社のＬＣＣ化が必要――エアソウルと申しま

すけども、エアソウルのほうに10月から切り

かえていくということで、今人事及び機材繰

りを含めて大きな動きをしている途中なので

しばらく待ってほしいと、それが落ち着くま

で待ってほしいということで、回答いただい

たところでございます。 

 そこで、日本の総支社でございます東京に

ございます日本地域本部に伺いまして、本部

長に熊本県の知事の親書もお届けしました上

で、ぜひアシアナの体制が整いましたらす

ぐ、速やかに訪問をさせていただきたいとい

うことと、まず日本総支社のほうで、熊本線

についての御配慮をお願いしたいという面に

ついてお願いをしたところでございます。 

 あわせまして、アシアナ本部には行けない

ということではございましたが、直接に送客

をしている、インバウンド送客をしている旅

行会社につきましては、韓国に訪問しまし

て、旅行会社を担当が回らせていただいて、

今藤井課長から申し上げましたが、熊本の観

光地を、観光を紹介したＤＶＤをお配りした

りとか、直接お話をして、ぜひ熊本にお越し

くださいと。我々も、アシアナ航空が再開し

たらぜひ伺いたいというふうにはお伝えして

いるという状況でございます。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 もちろん、アシアナに営業

されるのは大事だと思うんです。ただ、僕が

言ったのは、友好都市を結んでいるところと

のそれは回答がなかったんです。こういった

ところにも行って、熊本の観光は安全です

よ、安心ですよという、風評被害ではなく

て、そういうことも訴えていくような形をと

らにゃいかぬと僕は言っているんだと。 

 もう一点は、マスコミを使うべきです。Ｒ

ＫＫさんはＭＢＣと提携しているわけです

よ、姉妹放送局ですか。そういったところに

熊本を宣伝に売り込むんですよ。だから今

回、今月末ですね、あさって夜の便で僕は行

きますけど――あしたの夜の便か、そういっ

たことで向こうとの、韓国で全土で放送して

くれるんです。そしたら、ＫＫＴさんやらＫ

ＡＢさんやら、韓国との要するにネットがあ

るわけでしょう。 

 だから、そういうテレビ局あたりともタイ

アップしてやられる。ただ、努力をしますと

いうことではなくて、どんなことをやるとい

うことをね。だから、メディアではメディア

を使う。お願いしていく。そして、アシアナ

航空には自分なりの人脈でいく。知事やらの

人脈でいく。そして友好都市は友好都市でし

ていく。基本的なものはないじゃない、あな

たたちは全然。じゃ、熊本への観光客もアシ

アナ便も香港便もそのまま、10月になるとま

た継続、継続ですよ。やっぱりもっともっと

そういうところを考えていっていただきた

い。 

 前半戦はこれでまず終わります。 

 

○前川收委員 道路の問題で、高規格幹線道

路やその他、国が頑張って今つくっていただ

いている道路や、それから都市圏交通に係る

幹線道路、さまざままだ工事の過程であると

ころがたくさんございまして、これから用地

交渉して工事に入るというところもあるわけ



第７回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成28年９月27日) 

 - 20 - 

ですが、尐し心配しているのが、先ほどの災

害における説明にもございましたが、直轄代

行事業で相当な路線を国交省に頑張っていた

だいて、今やっていただいています。 

 そのことを考えると、いわゆるプロパー、

既存路線とそれから災害路線ですね、今回災

害によって新たな需要が生まれて事業をやら

ざるを得ない状況で、国にお願いしている部

分が、重ねると、プラスすると相当な事業量

になるというふうにも思っていますが、心配

なのはプロパーの部分を尐し削って、そして

災害のほうに充てろというような思考になり

はしないかということが尐し心配、懸念をし

ているところであります。 

 もちろん、国交省との交渉をされていると

思いますが、我々としては、もちろん災害が

あったことは災害があったこととして、国交

省にお願いしなくちゃならない部分はたくさ

んあるし、とても感謝もしておりますけれど

も、プロパーの部分については、どうその災

害が影響するのか、今までの計画にどういう

影響が出るのか、その点について御答弁いた

だければと思います。 

 

○上野道路整備課長 今、前川委員がおっし

ゃいましたように、確かに今回の地震で、高

規格幹線道路等も含めまして大きな被災を受

けたものですから、改めまして、逆に高規格

幹線道路の重要性が増したものというふうに

認識はいたしております。 

 その上で、災害復旧につきましては、国の

ほうも、九州地方整備局あるいは熊本のほう

にも分室、災害対策分室をつくっていただき

まして、まず先ほど申しました被災した道路

についての専門的に復旧を行うという組織体

制をとっていただいていることは、非常にあ

りがたいというふうに思っております。 

 また、さらなる、特に今回九州の横軸ある

いは縦軸といわれる高規格幹線道路につきま

して、国のほうにもこれまで以上に必要性が

増したということで要望をいたしております

ので、そちらのほうの整備も今まで以上に加

速されるように、国のほうにも求めてまいり

たいというふうに考えております。 

 

○前川收委員 基本的な考え方でいけば、そ

れは予算は別枠だから、もしくは一部重なる

というところもあるのかなとちょっと心配し

ていますけども、予算の組み立て、枠立ては

どうなっていますか。それは国のほうでは。 

 

○上野道路整備課長 基本的には、御承知の

ように、熊本地震に対するまず7,000億の予

備費というのが国のほうで予算化されており

ますので、先ほど申しましたような災害復旧

における部分につきましては、そちらの予備

費のほうから災害復旧費として充当していた

だくということでございますが、委員がおっ

しゃいますように、これまでの高規格幹線道

路の予算につきましては、それは災害とは別

ということで、今後とも力強く要望をしてま

いりたいというふうに思っております。 

 

○前川收委員 尐しは安心していますが、

7,000億も今年度までですから、来年度以降

の見通しがなかなか、多分皆さんも私も同じ

だと思いますが、見えていないという状況

で、あくまで災害枠とそれから通常予算枠と

いうことを分けて、国交省に考えていただか

ないと、これ一体になってしまった瞬間にど

っちかが削れる、要するに総枠がかなり厳し

くなるという話になるんだろうと思いますの

で、そこはぜひ検討して頑張ってください。

我々も一緒になって応援していきたい、そう

いうふうに思っています。 

 それともう一つ、これ続けて済みません、

よろしいですかね。 

 ＪＲの件で、先ほど荒木委員のほうから一

部上場、東証一部に上場するというお話があ

りましたけれども、公共交通機関もＪＲの役
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割と、土地開発デベロッパー的な役割も一生

懸命やっていただいて、それで地域振興には

資する部分であると思いますが、尐し気にな

っているのが、路線部分についての減免措

置、皆さん御承知と思いますけども、線路に

は固定資産税の減免措置が今でも施されてい

るというふうにも思っていまして、これはい

わゆる民間会社になっていくわけですから、

一定の整理は必要じゃないかなと思っており

ます。 

 やめろと言っているんじゃなくて、何でそ

れが必要なのか。もともと国鉄からずっと始

まってきて、線路の減免措置というのが継続

されてきておりますから、その減免措置がこ

の後、いわゆる一般の会社になっているわけ

でありますから、資本主義で競争していくと

いう話になって、競争性だけをとれば赤字路

線全部やめますという話になる可能性がある

わけで、そこに公益性をとらせる、公益性を

ちゃんと守らせるためには、公共交通機関と

して減免するという、そういう方程式なのか

どうなのか私わかりませんけれども、会社の

運営方針も含めてですけれども、その減免措

置については誰も何にもまだ言っていません

ね。会社の本質が変わるという部分について

は、税というのがあって、もちろんこれは利

益を求めないと株主から怒られる会社になる

わけですね。一部上場すると。東証一部だろ

うがどこだろうが、とにかく上場するという

ことはそういう会社になるわけですから、そ

の整合性はどうこれから整理されていくの

か、ちょっとお考えがあればお聞かせくださ

い。 

 

○藤井交通政策課長 済みません。ちょっと

手元に税制の資料を持ってきてなかったので

済みませんが、今度の上場に関しまして、今

まで受けた減免措置の中で、激変緩和措置と

いうことで、３年間で減額されている措置も

一部とられていたと思います。完全民営化に

伴う税制上の所要の措置ということで、事業

税、固定資産税、都市計画税につきまして、

主な特例措置について、28年度も同様に措置

するとともに、30年度までに一定の激変緩和

措置を設けるという形の国の制度が、今一応

されているところでございます。 

 今まで３島特例とかでＪＲ北海道とか、そ

ういうところと同じような制度でやられてい

ましたけど、上場ということに関して、この

点が切り分けられて、ＪＲ九州に対してはそ

ういった形で、制度を見直していくという方

向が示されたところでございます。また、詳

しいところはまた調べまして……。 

 

○前川收委員 多分、それは国税の部分はそ

うなるんでしょうけど、地方税の部分もやっ

ぱり議論を始めなきゃいけないのかなと思っ

ておりまして、多分それは国税の部分でしょ

う。地方税の部分はまた、これはそれぞれ議

会でも諮らなきゃならない案件があったと思

っていますけれども。 

 

○藤井交通政策課長 確認させていただきた

いと思います。 

 

○前川收委員 はい、わかりました。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 よろしいですか。ほかに。 

 

○岩下栄一委員 災害関連ですけれども、国

道57号の代替ルートの引水から赤水までの道

路ですね、これは随分阿蘇の人たちは期待し

とります。その見通しを、完成時期は未公表

でございますけれども、若干の見通しをお話

ししてほしいなと。 

 それと、赤水、引水とどちらも水がついと

りますけど、これは地盤的には大丈夫なんで

すかね。 
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○上野道路整備課長 御質問は、補足資料の

３ページの57号阿蘇大橋の代替ルートの件で

ございます。このルートにつきましては全体

で13キロございまして、この地図にございま

すように、トンネル区間が約４キロというこ

とで、国のほうも災害復旧事業の中でやると

いうことで、通常よりも早いペースで現地測

量、設計、あるいは地質調査、あるいは地元

説明というのも、ある意味で同時並行的なや

り方も含めて、一日も早い完成を目指して取

り組んでおられます。 

  ただし、13キロという距離もございます

し、トンネルの工事というのも入っておりま

すので、ここでは完成時期というのは、いつ

になるというのは未公表というところになっ

ております。 

 それと、水関係につきましては、以前、こ

のルートの近くでは、阿蘇大津道路による水

文調査というのも行われたデータがあります

ので、それらのデータも活用しながら、早期

に地形状況あるいは地下水状況も把握しなが

ら、現在早急に設計を進めて、工事にかかる

準備をされているというふうに聞いておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○岩下栄一委員 阿蘇市民は、全く道路がな

いから生活ができない状態になっておるの

で、一日も早い開通をお願いしたいと思いま

す。 

 もう一点いいですか。 

 

○森浩二委員長 はい、どうぞ。 

 

○岩下栄一委員 高架事業がどんどん進ん

で、大変結構なことだと思うんですけれど

も、高架によって踏切が不要になりました。

踏切の跡はどうなるんですかね。道路ですか

ね。 

 

○森鉄道高架推進室長 今現在、６キロのう

ち北側の４キロにつきまして、今高架のほう

に切りかえております。そこにつきましては

今まで踏切が13カ所ほどあったんですけど

も、それにつきましては踏切を除去しまし

て、一旦停止せずにというような形で、スム

ーズに通れるような形で切りかえておりま

す。 

 今後、29年度末には、残りの駅部の区間

が、２キロの部分がまた高架に上がりますの

で、そうするとさらにあと２カ所の踏切のほ

うが除去されて、円滑な交通を確保していく

という形になってまいります。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○岩下栄一委員 はい。 

 

○鎌田聡委員 今、阿蘇の57号線の話がござ

いまして、先ほど、北側ルートということで

これから進められていくということでありま

すけども、先ほどＪＲの話もありましたＪＲ

豊肥線ですね、ＪＲ豊肥線がどのようなルー

トで今から活用されていくのか。というか、

それ以前にＪＲは復旧できるのかどうか。や

る気があるのかどうか。株式上場の話もあり

ましたけども、鉄道事業が非常に厳しい状況

でありますので、まず豊肥線を復旧するかど

うかということと、あとルートについて教え

ていただきたいと思います。 

 

○藤井交通政策課長 ＪＲ九州熊本支社の方

とも、情報を常に共有させていただいている

んですけども、そちらでは、豊肥本線の復旧

については意欲を持っておられます。 

 あわせて、ルートにつきましては、何しろ

治山事業と一緒になった事業でございますの

で、その復旧に向けまして今いろいろされて

おりますが、その工事の進捗と並行しますの

で、どのルートという話はしたことはござい
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ませんが、基本的には今のルートを目指され

ているものと考えております。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 まだ復旧をやるというはっき

りした話はないわけですね。これからどうさ

れるかということを、今意欲は示されてます

けども、そういうふうに受けとめましたけど

も、あとルートは今の既存のルートでやると

いうことで考えとっていいんですか。 

 

○藤井交通政策課長 基本的にはどこかに変

えるとかいう話を伺ったことは全くございま

せん。 

 

○鎌田聡委員 それで安全なのかどうなのか

ということですね、やっぱり考えていかなき

ゃならないというふうに思いますし、復旧す

るのかどうかちょっとわかりませんけども、

その辺もしっかりと見ていって復旧していた

だかなければ、阿蘇からの通勤通学の足にこ

の豊肥線なっていますから、バスルートでは

非常に長い時間大変な状況を今強いている状

況でありますから、そこは強くＪＲさんに、

ぜひ復旧してくれということでお願いをして

いただくように、そこはお願いしたいと思い

ます。 

 

○岩中伸司委員 今の関連でいいですか、ち

ょっとお尋ねして。 

 今、ＪＲ豊肥本線の説明で、復旧をどうす

るかじゃなくて、この説明でいけば、復旧に

向けて国と県とＪＲとで進めていくというの

が大前提で、その時期がわからないと。いつ

完了するかは未定ということの理解でいいん

でしょう。ここを、豊肥線を打ち切って、大

津まででＪＲはやめたというか、そんな方向

はないんですかね。 

 

○藤井交通政策課長 おっしゃるとおりで、

基本的に今斜面の崩落どめの工事をＪＲがや

る部分、国がやる部分、県がやる部分という

ことで協議しながら進めておりますので、そ

のとおり、おっしゃるとおりだと考えており

ます。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○岩中伸司委員 はいはい、いいです。 

 

○森浩二委員長 ほかに。 

 

○髙木健次委員 42ページなんですけど、空

港施設の整備、今後の取り組みについて藤井

課長にお伺いしますが、国内線、国際線ター

ミナルビルが、今回の地震で非常に被害を受

けている状況で、国内線においてはまだ立ち

入り禁止のところもあるということで、この

復旧というのは進めていかなければならない

というふうに思いますが、県では大空港構

想、NextStageということを計画、策定して

おられて、これに取り組んでいくということ

でございますが、ここに書いてあるとおり、

今定例会で1,300万でしたかね、調査費が計

上されております。 

 このことは、要するに阿蘇くまもと空港の

創造的復興の観点からのという調査費用だろ

うというふうに思いますが、創造的復興の観

点ですね、この辺はどのようなことを想定さ

れているのか、まずその辺をちょっとお伺い

したいと思います。 

 

○藤井交通政策課長 阿蘇くまもと空港は、

実際甚大な被害を受けまして、くまもと復

旧・復興有識者会議、また経済団体のほうか

らも提言書をいただいております。こうした

提言の中では、広域防災拠点としてどう機能

強化を図るのかとか、アジアのゲート・ウエ

ーとして国際線ターミナルビルの機能強化も

含めてどう機能強化を図るのかと、いろんな
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観点からいただいております。 

 そういったものを調査検討するために今回

予算をさせていただきますが、何しろ空港と

いうのは駅と同様に、熊本駅同様に、拠点性

があるまさにゲート・ウエーでございます。

そこの可能性をどう高めていくかという観点

から、やはり創造的復興というのは空港のポ

テンシャル、人を呼び込む、またそういった

方々が、使いやすく利便性も高くなるといっ

たところを含めてどう検討するかということ

が、創造的復興の観点だと考えておりますの

で、ポテンシャルをどう発揮できるかという

視点を大事にしながら、創造的復興の観点で

調査検討も進めてまいりたいと考えていると

ころでございます。 

 

○髙木健次委員 創造的復興の観点というの

は、防災拠点とか、また、人を呼び込む、い

ろいろなことがあろうかというふうに思いま

すが、先般の会議のときもちょっと私は申し

上げたと思うんですが、地震の被害のただ復

旧を図るというだけではなく、やっぱりここ

に列記してあるように、創造的な復興ですよ

ね。ということからすると、非常に経済界等

あたりからも、この熊本空港は国内線と国際

線が離れている、そういうことで非常に利便

性が悪いというような指摘も受けているんで

すね。経済界からも、熊本空港の改革という

のは早急に進めるべきだというふうな、非常

に大きな意見も出ておりますが、こういうこ

とからすると、ただ単に直して、例えば増

築、増築というようなことじゃなくして、あ

る意味、大きな改革としてやっぱり新設の、

新規の空港をつくるべきだというような意見

も非常に多いと思うんです。 

 その場合、いろいろな費用面とか予算面が

あるでしょうけれども、この際その辺ばしっ

かり考えていかないと、このまま復旧してい

ってしまっても何にもならないと。39ページ

にもちょっと書いてありますが、民間委託で

すよね。空港の経営改革、この中にも福岡空

港や仙台空港が民間委託ということで準備を

しているということで、将来やっぱり熊本空

港も民間委託等に運営形態を変えていくべき

だというふうな構想だと思うんです。 

 そういうことからすると、民間委託する場

合にも、今までの空港の施設機能ではどうし

ようもないのかなという感じがしますので、

せっかく1,300万予備費――予備費じゃなく

て計上をされておりますね、調査費で。しっ

かりこの辺は何といいますか、熊本空港を、

より、空の玄関口として、国際線、国内客―

―インバウンド含めてしっかり考えていくべ

きだということは非常に痛感しております。 

 ですから、その辺は今回の調査費計上とと

もに、しっかり空港ビルディング株式会社、

ここあたりとも協議をしながらやっていって

いただきたいというふうに思っておりますの

で、どうかこの辺はしっかり、ただ復旧、修

理をしてそれで終わりじゃなくして、新設、

新築も含めてこの検討をしていただきたいと

いうふうに思いますが、最後に一言。 

 

○福島交通政策・情報局長 今、髙木委員か

らいろいろ御指摘、御要望ございました。我

々今回の地震を踏まえまして、これを大きな

機会と捉えて、50年後に向けてどういった空

港がいいのかというのを、幅広く検討させて

いただきたいと思っています。 

 もともと、国内線のビルと国際線のビルを

連結すると、国際線ビルを増改築するという

ことで、昨年の９月議会で前川委員の代表質

問で知事も答弁しております。そういったこ

とで、もともとそういう構想もございました

ので、それを踏まえ、今回地震で大きな被害

を受けたということと両面合わせてしっかり

検討して、どういうものがいいのかしっかり

目指して、そのための手段としてどういった

方法が一番適当なのか、今御指摘にもありま

した空港経営改革ですね、この辺もしっかり
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勉強しながら進んでいきたいというふうに思

っております。よろしくお願いいたします。 

 

○髙木健次委員 局長のほうから力強い御返

答をいただきましたけれども、まさにこれは

一つの転機かもしれないと思うんです。「災

い転じて福となす」ということわざがありま

すけれども、これがいい機会になるのかなと

いう感じもしますので、しっかりその辺は今

後取り組む姿勢でいただきたいというふうに

思います。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 ほかに質問……。 

 

○松村秀逸委員 15ページのところでお尋ね

いたします。 

 災害における、当然阿蘇道路とか、こうい

うものについては最優先で復旧工事をやって

いただかにゃいかぬのですが、国道57号線東

バイパスのところで、主要交差点の交通渋滞

緩和策を検討中ということで書いてあります

が、どういう緩和策を考えていらっしゃるの

か、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

 

○上野道路整備課長 15ページ一番下の、東

バイパスの主要交差点の渋滞緩和ということ

のお話だと思います。東バイパスにつきまし

ては、御承知のように、私も年代は覚えてお

りませんけれども、まずは植樹帯をなくしま

して６車化ということで、まず交通容量の確

保をされたというのが、国のほうで第１弾で

行われております。 

 その後、主要交差点につきまして、最終的

には立体化というのも考えられるんでしょう

けれども、事業規模等々を考えますと、当

面、現時点での平面の中でどのように考えて

いくかというのは、私ども国、県、熊本市の

間で、渋滞対策協議会というものをまず設け

ております。 

 そういう中で、先ほど都市計画課の資料に

もございましたけれども、ほとんどの都市圏

の中の主要交差点が渋滞を起こしているとい

うことの一つとして、東バイパスもあるとい

うことでございますので、その中の具体的な

改築方法としては、交差点部において、例え

ば右折レーンの長さが適当であるかとか、あ

るいは幅がどうだとかいうことを一つ一つ検

証をしながら、対策を考えていくというふう

なことを考えているところでございます。 

 

○松村秀逸委員 予算の都合ということなん

でしょうけど、もともとこの東バイパスにお

きましては、立体交差というのをもともと計

画してやったということでございますので、

災害復旧は第一優先でございますけど、これ

によって今非常に交通渋滞が、国道３号線、

この東バイパス、北バイパスというのが相当

ひどうございます。 

 この緩和策というのは、今検討していただ

いていますけど、できましたら交差点の立体

化というのも将来のためにもぜひやっていた

だきたい。といいますのが、やはり交差点が

多くなれば多くなるほど、なかなか信号調整

だけでは交通渋滞の解消は今なっていないと

思われますので、ぜひよろしくお願いいたし

ます。 

 以上でございます。 

 

○森浩二委員長 ほかにありませんか。 

 

○前田憲秀委員 １点だけ。37ページ、物流

機能の強化について、藤井課長かと思います

けれども。 

 今後の取り組みのところに、航空物流を取

り巻く環境ということで、使用機材が小型化

になって、積載可能量の減尐や荷主側の生産

云々とあります。これは例えば、送りたいも

のが送れない状況になりつつあるというふう

な捉え方なんですか、そこらへんを教えてい
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ただきたいんです。 

 

○藤井交通政策課長 航空機の小型化により

まして、運べる量というのが尐なくなってい

ますが、今荷主さんからの要望にあわせた形

でやってはいただいていると思います。 

 ただ、ここに書いてありますように、荷主

側の生産・配送拠点、例えば熊本空港、ＩＣ

関係ございましたけれど、一部生産拠点が海

外に行ったりとかいう動きもあったので、そ

れにあわせて減った分もあるかと思います

し、また、最近トラック輸送がふえていると

ころもございましたように、そういう物流環

境の変化によりまして物流が尐し動いている

ところがございますので、できれば荷主さん

たちの要望にあわせた形で、航空会社もあわ

せていただけるように、そういうニーズをつ

ないでいくという作業に取り組んでいきたい

と考えております。 

 

○前田憲秀委員 最初のほうに便数の報告が

ありました。例えば、便数がふえれば小型化

になるのかなという認識があるんですね。乗

る側としては、２時間置きとか１時間半置き

に、東京便なら東京便が多数あるので乗りや

すいと。ただ、航空会社のいろんな経営の都

合もあるんでしょう、小型化になると。そう

なると荷物は積めなくなるわけですね。そこ

の兼ね合いというんですか、飛行機の立つ間

隔はあいたとしても、大型機であれば荷物も

載せれるという、そこら辺の調整はやっぱり

どうなんでしょうか、難しいんですかね。 

 

○藤井交通政策課長 確かにおっしゃるとお

り難しい面がございます。その分私どもとし

ましても、こういう運びたい荷物があるとい

う情報を的確に伝えていくことが大事だと思

いますし、特になかなか、今いろいろ協定を

結んで、海外の発出とかのルートもいろいろ

検討されておりますが、なかなかうまくいっ

ていないという現状もございますので、委員

の御指摘も踏まえまして、いろいろ検討して

みたいと思います。 

 

○前田憲秀委員 昨年、この委員会で、沖縄

の物流の視察に行かせていただき、あそこま

での規模とは熊本はなかなかないと思うんで

すけど、何年か前にも深夜便が結局だめにな

って、当初の予定が狂ったというのもありま

したですね。熊本には農産物も含めて重機械

というんですか、そういったニーズもないわ

けじゃないと思うんです。ですから、震災の

影響で便数も減り、旅客数も若干減っている

からということで、機材も小さくなって運べ

る物流も尐なくなったということがないよう

に、そこら辺はしっかりと見ていていただき

たいなと思います。 

 例えば、荷物の総容積量というんでしょう

か、そういうデータはあるんですかね、以前

よりも尐なくなっているというのは。 

 

○藤井交通政策課長 済みません。ございま

せん。 

 

○前田憲秀委員 わかりました。ぜひそうい

うのもデータとしては必要じゃないかなとい

うふうに思いますので、まずは荷主さん側の

要望というのは、常に把握をしていただきた

いというふうに要望して、終わります。 

 

○荒木章博委員 今髙木委員からも話があり

ましたように、空港はある程度大規模改修を

して、今日まで至って地震が起きたと。だか

ら、カウンターのところをかなり広げたり、

外壁のほうをきちんとしたり、かなりの予算

でやっているんですね。そういった中で、今

はまだ営業ができていないところの改修工事

もあるかと思うんです。 

 だから、やっぱりきちんとして、さっき髙

木委員が言われたように、僕は賛成だと思う
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んですよ、将来に向けてきちんとした空港を

作っていくということは。そういう場合に

は、きちんとしたビジョンを持ってやらない

と、何億円も使って大規模改修をした、そし

たら壊れた、だからまたいろんな改修をや

る、そしてまた計画を立てるんじゃなくて、

やっぱり一つの一体性を持ったやり方をやる

べきだと思うんですが、それが１点です。 

 ２点目が、空港ライナー。私も久しぶり、

１年ぶりにこの委員会に帰ってきたんですけ

ど、空港ライナーの是非というのは、特に郡

部の議員さんには、こんなの必要じゃないん

じゃないかという意見も――池田委員じゃな

いですよ、そういう強い意見が出たのも事実

なんです。 

 そういった中で、50ページだったか、１日

205人まで上がってきた。数千万円の年間予

算をかけていますけど、タクシー会社と協定

をしてやっていますけど、こういった中で

205人まで持ってきたということは、あのと

きやめろと、来年から必要ないというような

ことを、執行部はどうにか突破してこれまで

伸びてきたと思うんです。 

 だから、やっぱり今後もこれにめげること

なく、数字に出るもんだから、やっぱり広

報、宣伝あたりというのは、もっとやられる

べきじゃないかなというのが２点目です。 

 それと、54ページに、パークアンドライド

というのはよく、しょっちゅう使われる言葉

ですね。私もイタリアに行ったときに、ミラ

ノに行ったときも、ものすごい駐車場があっ

て、そこから地下鉄というのが通って、交通

渋滞を軽減しているんだということで僕はび

っくりしてですね。 

 これだけ、ヨーロッパあたりは面積が狭い

のに、日本もそうですけれども、そういった

ことに取り組んでいく、パークアンドライ

ド、今現地を探しているということですけど

も、いつごろ――今５つあるんですかね、ち

ょっと僕あれしたんですけど、５つぐらいあ

るんですかね。その中であと何個ぐらいふや

して、どういう体系で交通混雑を解消されよ

うとしているのか。 

 ただ計画をしていく、考えていきたいとい

うことじゃなくて、そこを具体的にどういう

やり方で、何年度にどういうふうに何台ぐら

いという目標というのがあると思うんです

ね、そこをちょっとお尋ねします。 

 

○藤井交通政策課長 １点目、２点目が私に

なります。３点目は別の課で答えていただき

ます。 

 １点目、これからの改修は一貫性を持っ

て、諸ビジョンを描きながらということでご

ざいます。髙木委員もおっしゃいましたよう

に、これまで５期にわたる工事をやって、古

いところでは45年たってきているという中

で、今後建てかえが必要だという時期も迎え

ていたと。あわせて国際線を見れば、前川委

員への答弁にありましたように、つなごうと

いう動きもあったと。そして、この地震によ

って軀体の部分が大きく傷んだという中にあ

りまして、やはりこれをどう考えて、単純に

その改築だけでいいのかというところを慎重

に考えながらやっていかなければいけないと

思っておりますので、皆様方の御意見も踏ま

えながら、しっかり検討していきたいと考え

ておるところでございます。 

 空港ライナーについては、利用者がかなり

定着しているといいますか、ネットで交通の

検索をいたしますとライナーが出てくるよう

な形で、かなり定着しております。あわせ

て、利用者も使っていただいていますし、イ

ンバウンドの方にも使っていただいているよ

うな状況もございまして、宣伝をしっかりや

れというお話でございましたけれども、航空

の機内誌とか、あとは４カ国表記のチラシな

ども配りながら、海外の路線にも宣伝するな

どやっておりますが、御指摘も踏まえまし

て、そういう宣伝活動はしっかりやっていき
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たいと考えているところでございます。 

 

○宮部都市計画課長 ３点目のパークアンド

ライドのことの御質問に対しまして、お答え

させていただきたいと思っています。 

 まず、パークアンドライドにつきまして

は、現在10カ所でやっております。そのう

ち、まず現在のパークアンドライドの定義と

いいますか、そこにつきましては、まず熊本

都市圏に位置すること、それと月決めで契約

であること、それと３つ目が通勤通学のため

のサービスを利用されていること、それと４

つ目が稼働状態が適宜把握ができることとい

うような、こちらのほうで定義を設けまし

て、そこで現在やっているところでございま

す。 

 その中で現在、熊本都市圏の中では10カ

所、その定義に合うところということで登録

させていただいて、熊本県のホームページ等

で、その状況を今お示ししているところでご

ざいます。 

 先ほど委員のほうからの御質問等がありま

したＪＲ豊肥本線の中で調査を行いまして、

その中で可能性が高いところが、実は我々の

ほうでピックアップしておりますのが今４カ

所ございます。まず、光の森駅、それと三里

木駅、それと原水駅、それと肥後大津駅、こ

の４カ所の駅が、やはりパークアンドライド

として適合するのではないかということで現

在思っておりまして、そこに位置します個人

経営の駐車場に対しまして、やはり経営者の

同意が要りますので、そういう方々と適宜今

現在交渉をやっているところでございます。 

 御質問がありましたように、何年後にどの

くらいのということは、具体的目標といいま

すか、それに対しましては、我々パークアン

ドライドにつきましては限界があるのではな

くて、先ほど申し上げました条件に合うとこ

ろであれば、そこはできれば尐しでも数多く

登録をさせていただきたいというふうに思っ

ておりますので、そこにつきましては順次積

極的に働きかけまして、パークアンドライド

につきましてはやっていきたいというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 パークアンドライドも非常

に名前が先行して、熊本は10カ所ですか、実

際やられているということで、あと４カ所を

一つに目標にして取り組んでいくということ

ですので、それもまた積極的にお願いしたい

と思います。 

  それと、空港ライナーも非常に伸びており

ますので、あのときはもうやめれと言われ

て、何か執行部も非常にたじたじされて…

…。私はぜひこれは――私は熊本駅ですか

ら、よく利用するもんですから、そういうこ

とでぜひ、私たちもみずから利用促進を宣伝

しながら図っていくということが大切だと思

います。 

 委員長、引き続き……。県警本部のほうに

ちょっと。 

 ＵＴＭＳとかＰＴＰＳ、60ページ、それと

58ページの右折感応化というのが今、このＰ

ＴＰＳというのはこれだけの路線を県警のほ

うで取り組まれて、右折感応というのは、信

号を制御をしながら、右車線が多いところは

自動的に秒数をふやしていく、これは大変な

効力があるということなんですね。 

 そういった中で、一つ私からのお願いもあ

るんですけど、熊本駅周辺というのは道路網

が変わってしまって、駅舎、駅ビル、そうい

う改築、そういうのがじゃんじゃん盛んにな

ってきておるもんだから、交通体系とか右折

ラインの取り組みというのは、体系ラインが

変わっていっていると思うんです。そういっ

た中でこの右折感応化の対応というのは、田

崎市場のほうに行く右折ライン、小学校のほ

うから、これが大渋滞を今起こしているのが

事実なんです。 
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 ちょっと離れますとトンネルがありまし

て、そしてまた向こうの先のほうになります

と、城山のほうのパディの前あたりの右折ラ

インというので、全部とまってしまう、高橋

稲荷のほうの道と。ちょっと小さいところも

申したんですけれども、そういったせっかく

すばらしい右折感応化というのに取り組んで

おりますので、そこあたりも将来はできない

のかなというふうに思うんです。 

 

○前川收委員 要望……。 

 

○荒木章博委員 いや、要望じゃありませ

ん。質問です。前川委員、要望というのは、

何か僕は要望せにゃんですか。 

 

○前川收委員 いえ、私はただ言っただけで

す。ひとり言。 

 

○荒木章博委員 ひとり言。それはちょっと

言っちゃいかぬ。議員がはっきり言っている

んだから。物事をね。 

 

○前川收委員 失礼しました。 

 

○荒木章博委員 県警本部に尋ねているんで

すから。 

 

○前川收委員 個人的にとおっしゃったから

……。 

 

○荒木章博委員 いや、後の部分は個人的な

問題、その前は熊本駅周辺の整備の中で…

…。 

 

○前川收委員 後の部分だけちょっと私が勘

違いして……。 

 

○荒木章博委員 了解。 

 

○森浩二委員長 どうぞ。 

 

○奥田交通部長 右折感応化の問題でござい

ますけど、考え方は、交差点単独というより

は交差点の連続でございますので、面的な規

制で最適になるよう考えています。田崎とか

城山の特定の交差点の右折が混雑するのであ

れば、最新のデータを取りながら総合的に検

討して、必要があれば設置したいというふう

に思います。 

 

○荒木章博委員 ちょっと私の質問の仕方も

よくなかったんですけど、住民が、道路網が

変わってしまって、体系が変わってしまって

いる、非常に右折感応、せっかくこういうシ

ステムを導入されていますので、ここあたり

も導入できないのかなというのが、そこんと

ころは要望したいと思います。 

 最後に１つだけ。西環状線というのがペー

ジの14ページに掲げてあります。これは非常

に地震のときも含めて、西環状の本当にあり

がたさ、道路網の、避難住民の、特に海岸住

民は避難を、地震のときと津波のときにサイ

レンが鳴ったもんですから逃げてきたんです

ね。 

 そういった中で、29年の３月にこの花園の

地区は完成をするということで、池上・砂原

というてここに県のほうが出しておるわけで

すね、都市圏の骨格道路ということで。ここ

をちゃんと路線はかかっていますので、池上

と砂原、これ30年前半の供給開始とかかって

いますけども、そういうところにはどんな目

標で、これは県・市で、市が政令市となって

やることですけれども、県もある程度リーダ

ーをとってこれをやってもらわにゃいかぬと

思うのが１点です。 

 それと、花園が来年の３月に開通します

と、どうしても旧済生会の跡地のところが大

渋滞を起こすんです。２車線ですから、電車

道路の両脇１車線ずつしかないということで
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すね。大渋滞を招くんです。今でも大渋滞招

くのに、硯川のほうから、北部のほうから車

がなだれ込んでくるということについては、

どういうふうに考えておられるのか、そこあ

たりもお尋ねしたいと思います。 

 

○上野道路整備課長 熊本西環状線につきま

しては、委員がおっしゃいますとおり、政令

市移行後は熊本市さんのほうで事業をやって

おられます。おっしゃいましたように、花園

工区は来年の３月末供用予定でございます

が、その下の工区の池上工区、これにつきま

しても現在事業を進捗されております。約

4.6キロ区間におきまして、池上工区につき

ましては２つのトンネルと４つの橋梁がござ

います。 

 まず、１つ目のトンネルを今掘削中という

ことと、４つの橋梁のうち１つの橋梁は下部

工が完成しております。もう一つの橋梁はま

だ下部工が施工中ということでございますの

で、まだ明確には供用開始日、示されており

ませんけれども、熊本市さんとしましても、

池上工区までできますと、北側から西環状を

通りまして駅の西側に直通するということ

で、非常に熊本都市圏の交通の流れが大きく

変わりますし、また環状道路としての機能も

強化されるというふうに考えておりますの

で、熊本市さんのほうも事業を推進されてい

るというふうに思います。 

 もう一点の、２点目でございますけれど

も、おっしゃいますように、花園工区が開通

いたしますと、花園工区の西環状線が取り次

ぐ予定地は、北バイパスから900メーターぐ

らい上の北部消防署のあたりから西側のほう

に抜けてきまして、花園インターを通りまし

て、花園インター線という接続道路から田原

坂線、いわゆる崇城大学駅と、上熊本駅の間

を接続するというふうな形になります。 

 ですので、確かにその流れによりますと、

一時的に同じ断面の国道３号は渋滞が緩和す

るかもしれませんが、流れてきた西側の接続

先は、やはり交通がそこでふえてしまうとい

うことで、それにつきましては接続先の交通

の流れを十分見まして、短期的な対策をとっ

ていくと。 

 どうしても環状道路が一部分しか骨格的に

できません場合は、残念ながらそれができた

ところに負荷がかかってしまいます。そうい

うことから一時的には渋滞を招くわけですけ

ども、そういったことを抜本的に解消するに

は、当初ビジョンにありますように、環状道

路のきちっとした骨格の全体的な整備という

のが行われまして、初めて全体の交通渋滞が

解消されるんではないかというふうに考えて

おるところでございます。 

 

○荒木章博委員 今おっしゃったとおりだと

思うんです。これはかなり負荷がかかってき

ます。ですから、今までの渋滞にあわせて道

路網の整備というのがですね。だから、やっ

ぱり市に対しても積極的に対応していただき

たいというのを、これはお願いいたします。 

 それと要望が２点。中島海路口延長４キ

ロ、これの取り組みと、有明海沿岸道路の取

り組みについても、重ねて促進をお願いした

いと思います。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 いいですか。ほかに。 

 

○岩中伸司委員 一言だけ要望です。要望で

いいです。 

 

○森浩二委員長 要望――最後でいいです

ね。 

 

○岩中伸司委員 最後でいいです。最後の最

後で。 

 空港ライナーの件で今質問が出たんですけ

ど、試験運行をされていますね。これ５年に
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もうなるんですが、まだ試験――私一般質問

でやったかなと思うんですが、この件につい

てはやっぱりもう尐し検討を要するなと思う

のは、ＪＲの負担金とか、空港としての負担

金とかというのはないのか、純粋な県の財政

を投入されてやっているので、その辺につい

てはちょっと検討する必要もあるんではない

かなと思います。 

 無料なのでずっとふえているのじゃないか

なというようなことを思いますので、一言い

いですか。 

 

○藤井交通政策課長 済みません。２月議会

のときに一応お答えはしたんですが、運行費

用につきましては、県、大津町、空港ビルデ

ィング等で負担してきましたが、今年度から

ＪＲ九州も加わっております。官民共同する

運行体制に一応なっております。 

 

○森浩二委員長 いいですね。 

 

○岩中伸司委員 はい。 

 

○森浩二委員長 これで質疑を終了いたしま

す。 

 次に、議題(2)閉会中の継続審査について

お諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき、議長に申し

出ることとしてよろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○森浩二委員長 異議なしと認め、そのよう

にいたします。 

 その他として何かありませんか。 

  （「ございません」と呼ぶ者あり） 

○森浩二委員長 ほかになければ、本日の委

員会はこれで閉会いたします。 

  午後0時５分閉会 
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